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板橋区交流事業 で 39 人の区民が参加

協力し合って掘り起こしたタケノコに大喜び

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
と
田
植
え
を
体
験

　

か
す
み
が
う
ら
市
と
交
流
が
あ
る

東
京
都
の
板
橋
区
か
ら
、
五
月
十
二

日
、
三
十
九
人
の
区
民
が
市
を
訪
れ
、

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
や
田
植
え
を
体
験
、
市

内
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
は
、
牛
渡
地
内
の
竹

林
を
お
借
り
し
て
、
お
よ
そ
一
時
間
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
親
子
や

友
人
な
ど
と
協
力
し
合
っ
て
、
ス
コ
ッ

プ
を
駆
使
し
な
が
ら
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り

起
こ
し
ま
し
た
。
田
植
え
は
、
田
伏
地

内
で
行
な
わ
れ
、
参
加
者
は
み
な
裸
足

で
五
畝
分
の
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

当
市
を
始
め
て
訪
れ
た
と
い
う
参

加
者
の
女
性
は
、「
か
す
み
が
う
ら
市

は
、
ま
だ
す
ば
ら
し
い
自
然
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
定
年
後
は
こ

ん
な
自
然
の
中
で
暮
ら
し
て
み
た
い
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

色香

音

TOWNS TOPICS

TOWNS TOPICS

歩崎公園で 水族館まつり を開催

ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
や
野
だ
て
に

　

３
、４
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

　

五
月
三
日
か
ら
五
日
の
三
日
間
、
歩

崎
公
園
の
市
水
族
館
で
「
水
族
館
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は

連
日
晴
天
に
恵
ま
れ
、
約
三
千
四
百
人

が
歩
崎
公
園
に
来
場
。

　

今
回
の
ま
つ
り
の
目
玉
は
、
水
族

館
内
で
の
ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
こ
と

「
ガ
ラ
・
ル
フ
ァ
」
体
験
コ
ー
ナ
ー
。

体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
こ

わ
ー
い
、
く
す
ぐ
っ
た
い
！
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
期
間
中
は
、
今
年
初
の
出

航
と
な
っ
た
観
光
帆
引
き
船
の
特
別
操

業
が
行
な
わ
れ
、
写
真
愛
好
家
や
帆
引

き
船
を
一
目
み
よ
う
と
い
う
家
族
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

市内一斉統一美化キャンペーン を実施

早朝から地区内のゴミ拾い（下原 3班）

二
ト
ン
車
八
台
分
の
ゴ
ミ
を
回
収

　

茨
城
県
は
、
環
境
美
化
の
推
進
と
資

源
の
有
効
利
用
の
促
進
な
ど
、
環
境
保

全
に
対
す
る
県
民
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
空
き
缶
な
ど
の
一

斉
回
収
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
関
東
甲
信
越
静
環
境

美
化
推
進
連
絡
協
議
会
（
関
東
十
一
都

県
）の
設
定
し
た
五
月
二
十
七
日
の「
関

東
地
方
環
境
美
化
運
動
の
日
」
を
中
心

に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
で
は
、
地
域
住
民
や
事
業
所
の

方
々
に
よ
っ
て
、
空
き
缶
な
ど
の
一
斉

回
収
、
住
宅
地
周
辺
の
清
掃
、
公
園
や

水
辺
の
清
掃
、
看
板
・
は
り
紙
の
整
理

な
ど
が
行
な
わ
れ
、
き
れ
い
な
街
の
姿

に
戻
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

り
市
内
で
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
、
お
よ

そ
十
五
ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。

野だてで行なわれた抹茶と和菓子のサービス（左）
初体験のドクターフィッシュは「くすぐったい！」
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第
２
代

 

決
定
！

 

観
光
大
使

初
代
観
光
大
使
か
ら
意
思
と
責
任
を
受
け
継
ぐ

　

第
ニ
代
か
す
み
が
う
ら
観
光
大
使
の
認
定
式
が
五

月
二
十
日
に
あ
じ
さ
い
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
観

光
大
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
十
三
日
に
実
施
さ
れ

た
審
査
会
で
十
二
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

大
谷
好
美
さ
ん
（
右
）、
川
上
厚
子
（
中
）
さ
ん
、

橋
本
典
子
さ
ん
（
左
）
の
三
人
。

　

認
定
式
当
日
、
第
二
代
観
光
大
使
は
、
観
光
協
会

長
か
ら
認
定
証
を
授
与
さ
れ
た
あ
と
、
今
後
の
活
動

に
対
す
る
抱
負
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

出
席
し
た
初
代
観
光
大
使
か
ら
は
、
活
動
す
る
に
あ

た
っ
て
の
注
意
点
、
特
に
健
康
管
理
に
十
分
留
意
す

る
よ
う
に
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
言

葉
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

観
光
大
使
の
任
期
は
二
年
で
、
今
後
は
市
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、
市
の
観
光
・
特
産
物
を
は
じ

め
、
か
す
み
が
う
ら
市
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い

き
ま
す
。

▼ 

第
二
代
観
光
大
使
に
簡
単
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
】　

①
氏
名
�
フ
リ
ガ
ナ
�
②

年
齢
③
お
住
ま
い
は
？
④
自
分
の
性
格
は
？
⑤
趣
味

は
何
で
す
か
？
⑥
普
段
の
お
仕
事
は
？
⑦
か
す
み
が

う
ら
市
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
⑧
観
光
大
使
に
選
ば
れ

た
率
直
な
感
想
⑨
観
光
大
使
と
し
て
の
抱
負
は
？

 

決
定
！

３人の紹介

第
２
代  

観
光
大
使

5月 3日  ～ 5日

5月 12日

5月 27日

5月 20日

①大谷好美（おおたによしみ）

② 24 歳

③ 石岡市

④愉快な性格

⑤ゴルフ

⑥言語聴覚士

⑦自然と戯れることができる

⑧ 観光大使は市の観光アピー

ルの“代表者”といえるの

で、選ばれてとても嬉しい

です。

⑨ 自分自身も楽しみながら、

“楽しい観光”をアピール

していきたいです。

①川上厚子（かわかみあつこ）

② 33 歳

③ 土浦市

④マイペース

⑤茶道

⑥会社員

⑦ 水と緑が美しく、空気がお

いしい

⑧ 大変光栄です。これから市

の観光事業に携わることが

できると思うと、とてもう

れしいです。

⑨ 豊かな観光資源を持つ“か

すみがうら市”の魅力を広

く紹介していき、一人でも

多くの方にその良さを知っ

ていただきたいです。

①橋本典子（はしもとのりこ）

② 30 歳

③かすみがうら市

④明るくてにぎやか

⑤テニス、ドライブ

⑥会社員

⑦ 自然豊かで観光資源が豊

富、地域の人々がやさしい

⑧ 会社の人に後押しされて応

募してみたのですが、まさ

か選ばれるとは思いません

でした。

⑨ イベントに参加し、市内の

観光事業を学びながら積極

的にアピールしていきたい

です。


